
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23/30 24 25 26 27 28 29 

 

 

 

お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 
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こんにちは！院長の金子です。皆さん、いかがお過ごしでしょうか？ 

６月に入り、紫陽花が鮮やかな季節になりました。梅雨の雨は、じめじめとうっとうしいですが、雨に

濡れた紫陽花の美しさは梅雨ならではの風情を感じますね。ところで、なぜ「紫陽花」と書いて「あじさ

い」と読むのか知っていますか？それは先に「あじさい」という呼び名があり、後から「紫陽花」という

字をあてたからです。 

  あじさいの言葉にはいろいろな説がありますが、最も有力なものとして、藍色が集まったものを意味す

る「集真藍（あづさあい／あづさい）」がなまったという説があります。あじさいは大変古くから親しまれ

ていて、日本最古の和歌集『万葉集』では「味狭藍」「安治佐為」、平安時代の辞典『和名類聚抄』では「阿

豆佐為」と書かれています。それが「紫陽花」になったのは、唐の詩人である白居易（はくきょい）が別

の花につけた「紫陽花」を、平安時代の学者が「あじさい」にあてたからだといわれています。 

  ほかにも、あじさいは土の状態によって色が変わるので「七変化」「七変草」という別名もあります。 

  一方、西洋あじさいは「ハイドランジア」と呼ばれていて、これはラテン語で「水の器」という意味で

す。雨に似合うからと思いきや、ほかの草花に比べて水がたくさんいるからなのだとか。日本と西洋では

目のつけどころが違うのがおもしろいですね。 

  雨が続いてうんざりしてしまうこともありますが、そんな時こそ花をみながら散歩してみるのもいいで

すよ。たくさんの種類があるあじさいの他にも、甘い香りのクチナシなどを見ることができますし、まだ

まだバラも美しい季節です。梅雨ならではの風情を楽しんでみてはどうでしょうか。 
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 
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